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研究成果の概要 

「花粉は受粉相手の花寿命を短縮する因子を進化させ、めしべ側はこれに対抗適応を進化させ

る」という作業仮説のもと、シロイヌナズナを材料にゲノムワイド関連解析（GWAS）を行った。花粉側

因子の探索では、除雄した標準系統のめしべに約 300系統の花粉を授粉した。この GWASにより

4番染色体上に受粉相手の寿命と有意に相関する SNPが見つかった。遺伝子発現量のデータベ

ースから、この SNP の周辺に特に花粉形質への関与が疑われる遺伝子 1 つが得られた。現在は

この遺伝子のノックアウト系統の表現型取得に向けた作業を進めている。また、これと並行して、め

しべ側因子の探索のために、標準系統の花粉を約 300 系統のめしべに授粉する実験を進めてい

る。2025 年度の中頃にはめしべ側の表現型データの取得も完了する予定である。また、新たなデ

ータ解析手法の開発に向けた準備として、中立進化の数値シミュレーションモデルを構築した。 

 


